
東北農業研究　第2号　　　　　　　　　　　　　　　　　147

早期栽培に関する土壌肥科学的研究

第3報．N施用法に関する試験

和田山　利　明・立　谷　寿　雄

（福　島　県　鳥　試）

早植栽培では一般に過剰分けつが行われること，肥え

切れを起し易いなどが上げられているので，特にNの施

用時期（追肥）と施用量及び栽租密度との関係を本場で

試験した．

1．試験の方法
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農業地域区呵　土　壌　型

霜撃皆葉牒望謂豊讐禁書彗
品種　農林21号

注：苗代施肥量　N．P205・K20ともに33・8g／桝2
播　種　量120g／椚2
栽植密度15．1株　30．3C虎×21・8C虎

24．2株　30．3cm×13．6C〃【

施肥法及び施肥量

この試験で落水区はその期間中に相当雨量も多かった

ので，土壌の乾燥が弱く，わずかに亀裂を生じた程度で

あった．なお落水期間は初期落水（6月10日～6月30日）・

中期落水（6月20日～7月10日）とした・

2．確の生育及び収量

本年は初期生育は好条件であったが，9月下旬の降雨

（台風22号）によって倒伏を見ている・

栽植密度とN用量並びに施用法との関係を見ると，草

丈は栽植密度の多いもの・N用量の多いものが長いこと

は一般栽培と同様である．しかも草丈は基肥少量区が長

い．茎数は株当りについて見ると疎植区が密植区より大

であるが，この関係は施肥量と施肥法によって変る．ま

た単位面積について見ると密楷したものは疎植したもの

より常に多い．分けつの表われ方について見ると密植し

たものは早く分けつするが，疎栂のものは遅くまで分け

っしている（後期分けつが多い）．この分けつは全量基

肥＞基肥多量である．収量は生育状況から見ると密椅区

に多いようであるが，現実には疎植区に多く．N用量の

多いものに多い傾向がある．N用量とN施用法の関係で

はN用量の少ない場合は基肥多量・多い場合は基肥少量

（3回）が良い．分施の回数が多くなると，屑米も多く

なる傾向にある．

3．養分吸収状況

N吸収量は（下図）用量の少ない場合は吸収量も相当

少ないが，多量施すと，無効茎に利用されるNが多く，

最高分けつ期から伸長期までに吸収量が低下し再び吸い
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上げるという不安定な吸収経過をたどる．しかし，多肥

して落水処理すると比較的順調な吸収をする．P205は

分けつ期で0．65％以上で極めて高いが，出穂期になると

0．5～0．6％に低下し，それから急激に減少して収穫期の

熟こは0．1，～0．13％に止まる．従って木谷の提唱するよ

うな分けつ限界浪度からは，はるかに高く，分けつ発生

も順調であったとみられる．吸収量では密枢区がN同様

にやや多い．K20含有率は出穂期を除けば．いずれも

疎植したものが高い傾向にある．出穂期の含有率は密植

したものが0．2～0．3％程度高い．このようなことは稲の

繁茂状況から見ると密植区は著しく多く，間隙が少ない

ので地温上昇が少なく，Ellの低下も少ないために吸収
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を順調にさせていたものと推察される．落水区は処理期

間中かなり生育を抑制して来たが，その後の渾水により

生育が旺盛となり，吸収は良いがその後Ehの低下等が

ともない吸収も低下し，そのため大きな山を示したもの

と推察される．

以上のことから含有率は密植したものは疎植のものよ

り全期間を通じてN・P205が少なく，K20とSiO2（上

図）は出穂期まで少なく，その後は密植したものが多く

なる傾向にある．施肥法間ではN含有率はN用量の多い

ほど高く，P205は初期はN用量の多いものに少ない

が，その後はN用量の多いものに多い懐向がみられる．

K20・Si02の含有率は生育の中期まではNの少ないも

のに多いが，それ以降はNの多いものほど多くなるよう

にみられる．また生育時期と養分含有率の消長を見ると

N・P205・K20は生育の進むにつれて低下し，Si02は

上昇するが，上昇・下降でNは出穂期までの下降が著し

く．急激であり，P205とK20は出穂期以降の下降が著

しく，Si02は出穂期以後の上昇が多いことが認められ

る．特にK20は変動が著しく，出穂期を頂点とする山を

とっている．吸収量はN・P・K・Si02ともに密相に

多く，またN用量の多いものに多い懐向がみられる．落

水処理したものはK20とSi02の吸収にやや変化が多

く，N多量区ではP205とK20の吸収に変動が多いこと

が知られる．早植栽培でのこのような生育中期以降の養

分吸収は土壌条件にも影響するものと思われるので，土

壌中のNH3－Nの消長とEhの変化を見るとNH3－Nは

一般田より少ない．特に生育の後半に少ない傾向があ

る．Ehは生育前半はやや低下するが後半は一般田より
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やや高めである・従って早植栽培稲は一般稲に比べて，

前半は高波度の養分下におかれ，酸化型の畑苗代→還元

の強い本田初期→酸化的な本田後時と低濃度等に順応す

る必要がある・そのためには一般田より多肥・多分施と

し，密植することは良くない・掛こ養分吸収に不安定な

ところが見られるのでこの点再検討すべきものと思われ

る・この点から中期落水法は養分吸収・収量ともに良い

結果を得ている．

八郎潟湖底土壌における水稲の生育経過について

第2報・苗代期の体内成分の消長と移植後の状況

三浦昌司・村井　隆・嶋貫和夫

（秋　田　県　農　試）

これまでの八郎潟湖底土壌による水稲栽培試験では，

既成田育苗の苗を使用していたが，本年度から一都湖底

土壌育苗のものも使用しようとして，湖底泥土を深さ

1・8桝の枠に項臥藤坂5号を4月20日に播種した．試料

は5月10日からほぼ5日日ごとに採取し，既成田畑苗と

対比しながら，生育調査・体組成の分析などを行った．

更に畑苗は5月30日・湖底土百は6月1日にそれぞれ湖

底土壌に移植し・その後の生育状況を観察した∴耕種概

要は次表のとおりである．

湖底土区では土壌の還元が甚しく，浮き百・ころび百

などの障害が現われ，砂の散布による鋲圧・落水による

芽干し・薬剤散布などを行った．

酉（草）丈・茎数・乾物重などの調査結果は第1・第

2・第3図のとおりである．

漸底土区の初期生育は極めて悪く，播種後20日を経た

5月10日では地上部乾物重4・2町・苗丈4．9喝で，苗代日

数のほぼ同一な畑苗と比較して，乾物重で鳩・苗丈で鳩

であり・5月20日では，乾物重・百丈ともに与程度であ
○TI■

第3図．苗代期地上部乾物重（喝／個体）


